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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第73期 

第３四半期 
連結累計期間 

第74期 
第３四半期 
連結累計期間 

第73期 

会計期間 
自2018年４月１日 
至2018年12月31日 

自2019年４月１日 
至2019年12月31日 

自2018年４月１日 
至2019年３月31日 

売上高 （千円） 14,200,923 15,574,427 19,596,355 

経常利益 （千円） 404,340 354,208 699,445 

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益 
（千円） 259,884 183,723 420,839 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 260,734 221,525 465,657 

純資産額 （千円） 8,619,083 8,683,904 8,823,980 

総資産額 （千円） 17,892,983 16,614,162 18,630,055 

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 42.99 30.40 69.62 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 44.0 48.8 43.1 

 

回次
第73期

第３四半期
連結会計期間

第74期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2018年10月１日
至2018年12月31日

自2019年10月１日
至2019年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 11.55 1.58 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。なお、主要な関係会社における異動もありません。

なお、当社グループのセグメントはみがき棒鋼及び冷間圧造用鋼線事業の単一事業であります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の状況 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境は小康状態を保ちましたが、米中貿易摩擦の

長期化、中国経済の減速などにより、全般的に悪化傾向を辿りました。

わが国のみがき棒鋼及び冷間圧造用鋼線業界の主要需要家の生産活動は、上記要因の影響を受けると共に、自動

車業界では消費税増税等の、また建産機業界では台風災害等の影響を受けて、何れも低調に推移いたしました。

このような経営環境下、当社は2018年11月5日に子会社化した大阪ミガキ株式会社の株式を連結経営の深化に資

するべく2019年５月16日に追加取得（15.5％、累計67.5％）すると共に、当社グループは全社を挙げて収益の確保

に取り組みました。

販売面では、大阪ミガキ株式会社のグループ化による販売数量の拡大に加え、新規取引先・新規案件の開拓に努

めましたが、主要需要家の生産活動低下の影響を補うには至らず、販売数量は96千トンと前年同四半期比１千トン

減少しました。一方、前年度の素材価格値上げの販売価格への転嫁に引続き注力した結果、売上高は15,574百万円

（前年同四半期比9.7％増）となりました。

損益につきましては、販売数量の減少、並びに生産減に伴うトン当たり製造・販売コストの上昇から、営業利益

は328百万円（前年同四半期比19.9％減）、経常利益は354百万円（前年同四半期比12.4％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は183百万円（前年同四半期比29.3％減）となりました。

 

事業部門ごとの業績は、次のとおりであります。

まず、みがき棒鋼部門におきましては、販売数量は59千トン、売上高は10,320百万円（前年同四半期比19.9％

増）となりました。

次に、冷間圧造用鋼線部門におきましては、販売数量は37千トン、売上高は5,254百万円（前年同四半期比6.0％

減）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は16,614百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,015百万円

減少いたしました。これは主に、現金及び預金が885百万円、受取手形及び売掛金が584百万円、有形固定資産が

224百万円それぞれ減少したことによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は7,930百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,875百万円減

少いたしました。これは主に、支払手形及び買掛金が1,256百万円、短期借入金が154百万円、長期借入金（１年内

返済予定の長期借入金を含む）が276百万円それぞれ減少したことによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は8,683百万円となり、前連結会計年度末に比べ140百万円減

少いたしました。これは主に、利益剰余金が95百万円増加しましたが、非支配株主持分が222百万円減少したこと

によるものであります。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種     類 発行可能株式総数（株）

普  通  株  式 19,344,000

計 19,344,000

 

②【発行済株式】

種類 
第３四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（2019年12月31日） 

提出日現在発行数（株） 
（2020年２月14日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式 6,091,000 6,091,000 
東京証券取引所 

市場第二部 

単元株式数 

100株 

計 6,091,000 6,091,000 － － 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年 月 日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年10月１日～

2019年12月31日
－ 6,091 － 1,513,687 － 1,317,207

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

        2019年12月31日現在 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式   － － － 

議決権制限株式（自己株式等）   － － － 

議決権制限株式（その他）   － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 46,400 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,042,500 60,425 － 

単元未満株式 普通株式 2,100 － － 

発行済株式総数   6,091,000 － － 

総株主の議決権   － 60,425 － 

 

②【自己株式等】

        2019年12月31日現在 

所有者の氏名又
は名称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

株式会社サンユウ 
大阪府枚方市春日北町

三丁目１番１号 
46,400 － 46,400 0.76 

計 － 46,400 － 46,400 0.76 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,184,165 1,298,743 

受取手形及び売掛金 ※１ 5,012,113 ※１ 4,427,842 

電子記録債権 ※１ 992,825 ※１ 944,799 

商品及び製品 2,015,534 2,098,245 

仕掛品 279,078 250,993 

原材料及び貯蔵品 1,915,551 1,788,599 

その他 224,336 84,752 

貸倒引当金 △42,976 △44,012 

流動資産合計 12,580,628 10,849,963 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,553,714 1,480,495 

機械装置及び運搬具（純額） 2,082,925 1,955,540 

土地 1,734,832 1,734,832 

リース資産（純額） 91,575 80,018 

建設仮勘定 2,000 2,000 

その他（純額） 109,629 96,857 

有形固定資産合計 5,574,677 5,349,744 

無形固定資産    

のれん 92,020 77,491 

その他 107,298 93,043 

無形固定資産合計 199,319 170,534 

投資その他の資産    

投資有価証券 73,714 76,249 

出資金 70,110 70,110 

長期貸付金 10,858 9,317 

繰延税金資産 92,097 55,277 

その他 28,649 32,965 

投資その他の資産合計 275,430 243,919 

固定資産合計 6,049,427 5,764,198 

資産合計 18,630,055 16,614,162 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 ※１ 5,667,627 ※１ 4,411,278 

短期借入金 1,364,000 1,210,000 

1年内返済予定の長期借入金 517,948 372,665 

リース債務 31,229 35,343 

未払法人税等 168,825 22,012 

賞与引当金 205,825 100,937 

その他 481,206 576,199 

流動負債合計 8,436,662 6,728,436 

固定負債    

長期借入金 1,076,908 946,055 

リース債務 68,194 50,348 

繰延税金負債 78,908 70,114 

退職給付に係る負債 78,468 70,824 

役員退職慰労引当金 2,500 － 

資産除去債務 64,074 64,119 

その他 360 360 

固定負債合計 1,369,413 1,201,821 

負債合計 9,806,075 7,930,258 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,513,687 1,513,687 

資本剰余金 1,318,057 1,303,508 

利益剰余金 5,214,468 5,310,039 

自己株式 △21,392 △21,392 

株主資本合計 8,024,820 8,105,842 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,159 5,427 

その他の包括利益累計額合計 4,159 5,427 

非支配株主持分 795,000 572,633 

純資産合計 8,823,980 8,683,904 

負債純資産合計 18,630,055 16,614,162 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年12月31日) 

売上高 14,200,923 15,574,427 

売上原価 12,346,960 13,440,954 

売上総利益 1,853,963 2,133,473 

販売費及び一般管理費    

運搬費 430,115 461,872 

給料及び手当 361,575 477,648 

賞与引当金繰入額 28,626 66,928 

退職給付費用 24,876 20,940 

減価償却費 64,595 89,888 

のれん償却額 － 14,529 

その他 534,357 673,499 

販売費及び一般管理費合計 1,444,147 1,805,307 

営業利益 409,815 328,165 

営業外収益    

受取利息 251 180 

受取配当金 18,125 10,839 

受取賃貸料 28,873 37,368 

受取保険料 17,775 3,093 

その他 5,712 6,233 

営業外収益合計 70,738 57,714 

営業外費用    

支払利息 3,206 5,727 

賃貸費用 10,447 14,260 

支払手数料 60,429 9,606 

その他 2,130 2,077 

営業外費用合計 76,213 31,672 

経常利益 404,340 354,208 

特別利益    

固定資産売却益 820 269 

特別利益合計 820 269 

特別損失    

固定資産売却損 4,147 811 

固定資産除却損 2,239 4,445 

特別損失合計 6,386 5,256 

税金等調整前四半期純利益 398,773 349,221 

法人税、住民税及び事業税 66,352 101,931 

法人税等調整額 72,536 27,286 

法人税等合計 138,888 129,217 

四半期純利益 259,884 220,004 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 36,280 

親会社株主に帰属する四半期純利益 259,884 183,723 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年12月31日) 

四半期純利益 259,884 220,004 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 850 1,521 

その他の包括利益合計 850 1,521 

四半期包括利益 260,734 221,525 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 260,734 184,986 

非支配株主に係る四半期包括利益 - 36,539 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権

四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機

関の休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形及

び電子記録債権の金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2019年12月31日）

受取手形 294,448千円 249,198千円

電子記録債権 75,418 22,718

支払手形 44,975 62,762

 

  ２ 保証債務 

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2019年12月31日）

出資先（借入債務） 47,477千円 53,618千円 

  （ＵＳＤ  427,766） （ＵＳＤ  489,403） 

 

（注）外貨建保証債務は、各決算日の為替相場により円換算しています。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  2018年４月１日

至  2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2019年４月１日
至  2019年12月31日）

減価償却費 333,312千円 424,159千円

のれんの償却額 － 14,529

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日）

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

2018年６月28日

定時株主総会
普通株式 54,400 利益剰余金 9

2018年

３月31日

2018年

６月29日

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

2019年６月27日

定時株主総会
普通株式 90,667 利益剰余金 15

2019年

３月31日

2019年

６月28日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自2019

年４月１日 至2019年12月31日）

当社グループは、みがき棒鋼及び冷間圧造用鋼線事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

１株当たり四半期純利益 42円99銭 30円40銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円） 
259,884 183,723

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
259,884 183,723

普通株式の期中平均株式数（株） 6,044,550 6,044,504

  （注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  
 
 
       

      2020年２月13日

株式会社サンユウ      

 

  取締役会 御中  

 

  有限責任 あずさ監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
  公認会計士 中畑 孝英   印 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
  公認会計士 鈴木 重久   印 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンユ

ウの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンユウ及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 


